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第２ 具体的施策

Ⅰ Society 5.0 に向けた戦略分野

１．健康・医療・介護
（１）KPI の主な進捗状況

《KPI》国民の健康寿命を 2020 年までに１歳以上延伸し、2025 年まで

に２歳以上延伸【男性 70.42 歳、女性 73.62 歳（2010 年）】

⇒2013 年：男性 71.19 歳、女性 74.21 歳

（２）新たに講ずべき具体的施策

ⅰ）技術革新を活用し、健康管理と病気・介護予防、自立支援に軸足を置

いた、新しい健康・医療・介護システムの構築

⑤ ロボット・センサー等の技術を活用した介護の質・生産性の向上

・介護現場でのロボット・センサー等の活用について、効果実証を着実

に進め、その結果を踏まえて、利用者の生活の質の維持・向上と介護

者の負担軽減に資するものについて、次期介護報酬改定の際に、介護

報酬や人員・設備基準の見直し等の制度上の対応を行う。

・今後の介護ロボット等開発では、自立支援等による利用者の生活の質

の維持・向上と、介護者の負担軽減の両方を実現するため、現場のニ

ーズを真に汲み取って開発シーズとつなげられるよう、プロジェクト

を牽
けん

引するプロジェクトコーディネーターを新たに育成・配置する。

また、ロボット介護機器の開発重点分野について再検証を行い、本年

夏までに戦略的な開発の方向性を取りまとめ、来年度以降の新たな開

発支援対象に反映させる。加えて、生活支援ロボットの安全性に関す

る規格である ISO13482 と海外制度との連携を進めるための評価・試

験データ取得等を支援し、ロボット介護機器のスムーズな海外市場展

開を図る。

・介護職員の負担軽減のため、行政が求める帳票等の文書量の半減に向

けて取り組むとともに、介護記録の ICT 化について普及を促す取組を

強化する。加えて、これまでの処遇改善の着実な実施や、返済免除付

きの貸付制度の活用等の多様な介護人材の確保策等に総合的に取り
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組む。また、AI を活用したケアプランの作成支援についても、実用化

に向けた課題の整理などの取組を支援する。

３．人材の育成・活用力の強化
KPI の主な進捗状況（１）

《KPI》2022 年までに大学・専門学校等の社会人受講者数を 100 万人

とする。

⇒2015 年：約 49 万人（※今回、新たに設定する KPI）

《KPI》2022 年までに専門実践教育訓練給付の対象講座数を 5,000 と

する。

⇒2017 年：2,417 講座（※今回、新たに設定する KPI）

《KPI》授業中に IT を活用して指導することができる教員の割合につ

いて、2020 年までに 100％を目指す。

⇒2015 年度：73.5％（※2014 年度：71.4％）

《KPI》無線 LAN の普通教室への整備を 2020 年度までに 100％を目指

す。

⇒2015 年度：29.8％（※2014 年度：27.2％）

《KPI》2020 年末までに 10,000 人の高度外国人材の認定を目指す。

さらに 2022 年末までに 20,000 人の高度外国人材の認定を目

指す。

⇒ポイント制の導入（2012 年５月）から 2016 年 12 月までに高

度外国人材と認定された外国人数は 6,669 人

新たに講ずべき具体的施策（２）

ⅱ）生産性・イノベーション力の向上につながる働き方の促進

⑥ 障害者等の就労促進

・来年４月の法定雇用率の引上げや障害者雇用に関するノウハウを付

与する研修の充実、キャリア教育など生涯を通じた学習の充実や関

係機関の連携の促進等を通じて、障害者の希望や能力をいかした就

労支援の取組を進める。また、最新技術を活用した補装具等の普及
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を図るとともに、農福連携による障害者の就労支援を推進する。

・がんなどの病気を抱える方が治療状況に合わせた働き方ができるよ

う、経営トップ等の意識改革や治療と仕事の両立に向けたトライア

ングル型のサポート体制の構築等の取組を進める。

３．観光・スポーツ・文化芸術
KPI の主な進捗状況（１）

《KPI》訪日外国人旅行者数を 2020 年に 4,000 万人、2030 年に 6,000

万人とすることを目指す。

⇒2016 年：2,404 万人（2012 年：836 万人）

《KPI》訪日外国人旅行消費額を 2020 年に８兆円、2030 年に 15 兆円

とすることを目指す。

⇒2016 年：3兆 7,476 億円（2012 年：1兆 846 億円）

《KPI》スポーツ市場規模(2015 年：5.5 兆円)を 2020 年までに 10 兆

円、2025 年までに 15 兆円に拡大することを目指す。

⇒5.5 兆円（2015 年）

《KPI》全国のスタジアム・アリーナについて、多様な世代が集う交

流拠点として、2025 年までに新たに 20 拠点を実現する。

※本年度、新たに設定する KPI

《KPI》2025 年までに、文化 GDP を 18 兆円（GDP 比３％程度）に拡大

することを目指す。

⇒2015 年：8.8 兆円（2014 年：8.7 兆円）

（２）新たに講ずべき具体的施策

ⅲ）文化芸術資源を活用した経済活性化

② 文化芸術資源を核とした地域活性化・ブランド力向上

・「上野文化の杜」等をモデルとして、文化クラスター（文化集積地区）

創出に向けた地域文化資源の面的・一体的整備を関係省庁が連携して

集中的に支援する。文化芸術に対する国・地方の支援策への専門家に

よる助言・審査・評価等（アーツカウンシル機能）の連携・強化、日
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本遺産のブランド力向上に取り組むとともに、文化施設の多言語対応

や夜間開館等の推進に向けたマネジメント改革等を促すガイドライ

ンを本年度中に策定する。

・イノベーションを促進するため、高度デザイン教育に取り組む大学等

高等教育機関によるプラットフォームの構築等を支援し、モデルとな

る教育カリキュラムを検討するとともに、地方大学も含めた横断的な

産学連携を図り、高度デザイン人材の育成を図る。また、企業のブラ

ンド力向上に資するデザインの保護・活用の在り方を検討する。

・「beyond2020 プログラム」の認証組織を拡大すること等により、日本

文化の魅力を国内外に発信する「文化プログラム」を全国展開し、地

域活性化や共生社会の構築につなげる。また、海外の第一線で活躍す

る文化人の参画、在外公館やジャパン・ハウスの活用等により、日本

文化の国内外への戦略的な発信を強化し、文化による日本ブランドの

構築を図る。

・国際文化交流の祭典の実施を推進する体制の整備等を促進するととも

に、2020 年までに、海外派遣される「文化交流使」による発信強化、

外国人アーティスト及び著名外国人の招へい等の双方向型の文化交

流を強力に推進する。

・障害者の文化芸術活動の機会の拡大に向け、文化芸術の作品等に関す

る説明の提供・創造活動の充実や施設の利用環境の整備、優れた芸術

作品を商品化し、その利益を創作者や施設等に還元する取組等を促進する。
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を

全
国

展
開

•
2
0
1
5
年

６
月

に
「
生

涯
現

役
社

会
の

実
現

に
向

け
た

雇
用

・
就

業
環

境
の

整
備

に
関

す
る

検
討

会
」
報

告
書

を
取

り
ま

と
め

•
6
5
歳

以
上

の
者

へ
の

雇
用

保
険

の
適

用
拡

大
や

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
業

務
拡

大
等

を
盛

り
込

ん
だ

「
雇

用
保

険
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」が

2
0
1
6
年

３
月

成
立

•
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

高
年

齢
者

の
多

様
な

雇
用

・
就

業
機

会
の

確
保

を
行

う
事

業
を

推
進

（
平

成
2
8年

度
予

算
、

平
成

2
9
年

度
予

算
）

•
高

年
齢

者
の

継
続

雇
用

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
職

域
開

発
等

の
支

援

•
6
5
歳

以
降

の
継

続
雇

用
延

長
や

6
5
歳

ま
で

の
定

年
延

長
を

行
う

企
業

等
へ

の
支

援
を

充
実

•
高

年
齢

者
の

再
就

職
支

援
の

充
実

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
～

2
0
1
3
年

度
～

2
0
1
6
年

度
2
0
1
7
年

度
2
0
1
8
年

度

•
職

域
拡

大
や

雇
用

環
境

の
整

備
を

行
う

事
業

主
を

対
象

と
し

た
高

年
齢

者
雇

用
安

定
助

成
金

の
助

成
上

限
額

を
引

き
上

げ
る

な
ど

拡
充

（
平

成
2
6
年

度
予

算
、

平
成

27
年

度
予

算
、

平
成

2
8年

度
予

算
）
。

さ
ら

に
、

6
5
歳

以
上

へ
の

定
年

引
上

げ
等

を
行

っ
た

事
業

主
を

対
象

と
し

た
6
5
歳

超
雇

用
推

進
助

成
金

を
創

設
。

平
成

2
9
年

度
よ

り
同

助
成

金
に

高
年

齢
者

雇
用

安
定

助
成

金
を

統
合

（平
成

2
8
年

度
予

算
、

平
成

2
9
年

度
予

算
）
。

•
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

高
年

齢
者

の
相

談
窓

口
に

お
け

る
再

就
職

支
援

等
の

実
施

（
平

成
2
6
年

度
予

算
、

平
成

2
7年

度
予

算
、

平
成

2
8
年

度
予

算
、

平
成

2
9
年

度
予

算
）
。

•
高

年
齢

退
職

予
定

者
キ

ャ
リ

ア
人

材
バ

ン
ク

事
業

の
実

施
（平

成
2
8年

度
予

算
、

平
成

2
9
年

度
予

算
）。

年
齢

に
関

わ
り

な
い

多
様

な
選

考
・
採

用
機

会
の

拡
大

に
向

け
て

、
転

職
者

の
受

入
れ

促
進

の
た

め
の

指
針

を
策

定
経

済
界

へ
の

要
請

施
行

状
況

に
応

じ
て

見
直

し

全
国

マ
ッ

チ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

企
業

の
再

就
職

受
入

れ
や

就
労

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
、

年
齢

に
関

わ
り

な
く
職

務
に

基
づ

く
公

正
な

評
価

に
よ

り
働

け
る

企
業

へ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
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2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
～

K
P

I

通
常

国
会

2
0
1
3
年

度
～

2
0
1
6
年

度
2
0
1
7
年

度
2
0
1
8
年

度
概

算
要

求

税
制

改
正

要
望

等
秋

年
末

中
短

期
工

程
表

「
観

光
・
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
芸

術
」
㉕

（
地

域
活

性
化

や
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

に
資

す
る

芸
術

文
化

の
魅

力
創

造
と

発
信

）

文 化 芸 術 資 源 を 活 用 し た 経 済 活 性 化 ③

•
全

国
に

お
け

る
地

方
公

共
団

体
、

劇
場

等
や

芸
術

団
体

の
実

施
す

る
文

化
芸

術
活

動
へ

の
支

援

•
「
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

向
け

た
検

討
、

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
・

ワ
ー

ル
ド

・
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
（
2
0
1
6
年

1
0
月

）
、

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
に

関
す

る
有

識
者

会
議

の
開

催
・
試

行
版

の
構

築
等

•
「
日

本
の

美
」
懇

談
会

の
実

施
、

障
害

者
や

高
齢

者
等

に
よ

る
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
た

取
組

に
関

す
る

事
例

収
集

等

全
国

に
お

け
る

地
方

公
共

団
体

、
劇

場
等

や
芸

術
団

体
の

実
施

す
る

文
化

芸
術

活
動

へ
の

支
援

等

•
芸

・
産

学
官

連
携

に
よ

り
、

持
続

的
な

地
域

経
済

の
発

展
が

可
能

と
な

る
拠

点
形

成
•

文
化

芸
術

活
動

を
支

え
る

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

ー
人

材
等

の
創

出
・
育

成

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
の

試
行

的
運

用
・
検

証
本

格
運

用
に

よ
る

国
内

外
へ

の
情

報
発

信

日
本

の
美

の
国

内
外

へ
の

発
信

の
た

め
、

内
閣

官
房

・
外

務
省

と
連

携
し

た
「
日

本
博

（
仮

称
）
」
の

実
施

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

組
の

全
国

展
開

地
域

に
お

け
る

文
化

芸
術

に
お

け
る

潜
在

的
顧

客
・
担

い
手

の
開

拓

（
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

た
文

化
の

潜
在

力
の

発
揮

）

•
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
東

京
2
0
2
0
文

化
オ

リ
ン

ピ
ア

ー
ド

、
be

yo
n
d2

0
2
0
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
等

の
全

国
展

開
、

海
外

発
信

•
海

外
で

活
躍

す
る

文
化

人
が

参
画

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
等

•
企

業
・
団

体
等

へ
の

デ
ザ

イ
ナ

ー
等

の
派

遣
に

よ
る

新
た

な
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

支
援

（
2
0
1
4
年

度
～

2
0
1
6
年

度
）

•
企

業
・
団

体
等

へ
の

デ
ザ

イ
ナ

ー
等

の
派

遣
・
連

携
の

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

（
2
0
1
6
年

度
）

•
高

度
デ

ザ
イ

ン
人

材
の

育
成

・
活

用
に

向
け

た
検

討
報

告
書

の
取

り
ま

と
め

（
2
0
1
6
年

度
）

報
告

書
に

基
づ

き
、

高
度

デ
ザ

イ
ン

人
材

の
育

成
活

用
に

向
け

た
取

組
の

実
施

モ
デ

ル
と

な
る

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
、

開
発

高
等

教
育

機
関

に
お

け
る

新
た

な
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

普
及

企
業

の
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

に
資

す
る

デ
ザ

イ
ン

の
保

護
・

活
用

の
在

り
方

の
検

討
必

要
な

対
応

策
の

実
施

教
育

機
関

横
連

携
・
産

学
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

支
援

•
企

業
・
団

体
等

へ
の

デ
ザ

イ
ナ

ー
等

の
派

遣
に

よ
る

新
た

な
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

支
援

、
連

携
の

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

活
用

•
デ

ザ
イ

ナ
ー

に
よ

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

へ
の

支
援

の
検

討
、

実
施

国
際

文
化

交
流

の
祭

典
の

実
施

を
推

進
す

る
体

制
の

整
備

、
「
文

化
交

流
使

」
の

発
信

強
化

や
外

国
人

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
招

へ
い

の
実

施
、

「
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

」
の

全
国

展
開

等

障
害

者
の

文
化

芸
術

活
動

の
機

会
の

拡
大

に
向

け
、

文
化

芸
術

の
作

品
等

に
関

す
る

音
声

、
文

字
、

手
話

等
に

よ
る

説
明

の
提

供
・
創

造
活

動
の

充
実

や
施

設
の

利
用

環
境

の
整

備
等

を
促

進

•2
02

5
年

ま
で

に
、

文
化

G
D

P
を

1
8

兆
円

（
G

D
P

比
３

％
程

度
）
に

拡
大

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

•2
02

0
年

ま
で

に
、

鑑
賞

活
動

を
す

る
者

の
割

合
が

約
8
0
％

ま
で

上
昇

、
鑑

賞
以

外
の

文
化

芸
術

活
動

を
す

る
者

の
割

合
が

約
4
0
％

ま
で

増
加

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
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